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教育部長（山﨑正弘） 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、早速ですが、ただいまから令和元

年第８回大阪狭山市教育委員会定例会を始めた

いと思います。 

 進行を竹谷教育長、よろしくお願いします。 

教育長（竹谷好弘） 

 改めまして、おはようございます。 

 定刻を少し過ぎましたが、議事を進めさせて

いただきます。 

 本日の出席委員数は定足数に達しております

ので、会議は成立いたしております。 

 それでは、令和元年第８回教育委員会定例会

議を開催いたします。 

 なお、会議録の署名委員は、会議規則第20条

第２項の規定によりまして、山田教育長職務代

理者と井上委員を指名いたします。 

 教育長活動報告につきまして、議事日程のほ

う、１枚おめくりいただいて、活動報告につい

てご説明いたします。11月24日、第９回さやり

んピックに参加をいたしました。これは、教育

委員会共催という形になっておりますので、狭

山中校区の円卓の事業というところで見させて

いただきました。 

 11月28日から12月議会の本会議初日というこ

とで、12月20日の最終日まで議会が行われまし

た。教育委員会関連の一般質問ということで、

12月９日、10日、代表質問、個人質問それぞれ、

また後ほど説明あると思いますけれども、一般

質問に答えました。 

 12月８日、大阪狭山市人権を考える市民のつ

どいに、12月人権週間というところで行事に参

加をしております。 

 以上が、主な内容でございます。 

 また、議事に移ります前に、会議にお諮りし

たい案件がございます。 

 本定例会に提出されている議案のうち、報告

第21号、これにつきましては、会議規則第７条

のただし書きに書かれております「人事に関す

る事件その他の事件について、教育長又は委員

の発議により、教育長及び出席委員の３分の２

以上の多数で議決したときは、これを公開しな

いことができる」という規定により、このいじ

め事象につきましては、個人情報等を含むため、

審議を非公開にしたいと思いますが、これにつ

いて可否を決したいと思います。 

 本件を非公開とすることについてご異議ござ

いませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 では、これにつきましては、規定により非公

開ということにさせていただきます。 

 それでは、本日の議案でございますけれども、

日程第１、報告第20号、第２期大阪狭山市教育

振興基本計画（素案）及び第２期大阪狭山市教       

育振興基本計画（素案）のパブリックコメント

についてを議題といたします。 

 担当の説明を求めます。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第20号、第２期大阪狭山市教

育振興基本計画（素案）及び第２期大阪狭山市

教育振興基本計画（素案）のパブリックコメン

トについてご説明をさせていただきます。 

 なお、お手元に事前に配付させていただいて

おります資料１、素案概要、資料２、計画（素

案）、資料３、計画（素案）のパブリックコメ

ントについてをご覧いただきながらご説明をさ

せていただきたいと存じます。 

 第２期教育振興計画の策定に当たっては、本

市の附属機関設置条例に基づく教育振興基本計

画策定委員会を本年２月に設置し、これまで５

回の策定委員会会議を開催し、慎重かつ活発な

審議を重ねてまいりました。 

 このたび本計画の素案がまとまりましたので、

本日、教育委員会へご報告をさせていただき、
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ご承認の際にはパブリックコメントを実施させ

ていただきたいと考えております。 

 まず初めに、資料２の計画（素案）の目次を

ご覧ください。 

 本計画の構成でございますが、第１章から第

５章までの５つの項目と、その他、本計画の策

定委員会設置規則や策定委員会での審議経過、

用語解説、アンケートの設問様式といった資料

編で構成しております。 

 なお、今ご覧いただいております素案には資

料編部分のページは割愛させていただいており

ます。 

 それでは、第１章から順にご説明をさせてい

ただきます。 

 第１章では、計画の策定に当たっての趣旨や

計画の位置づけ、計画の期間、計画の策定体制

についての記載をしておりまして、素案の１ペ

ージから７ページにその内容を掲載しておりま

す。 

 続きまして、本計画策定の背景、目的などに

ついてご説明をさせていただきます。 

 素案の２ページ及び３ページと、あわせて資

料１の素案概要の２ページをご覧ください。 

 本市教育委員会では、平成27年３月に第１期

の大阪狭山市教育振興基本計画を策定し、「学

びあい、つながりあい、未来に輝く人づくり」

を基本理念に掲げ、教育の振興に取り組んでき

たところでございますが、社会や時代の変化に

伴い、学校教育では、学習指導要領の改訂によ

り、小・中学校には新たな教科として道徳の教

科が新設され、小学校での英語教育やプログラ

ミング教育など、新たな学びへの対応が求めら

れております。就学前教育では、幼稚園教育要

領の改訂により、将来を見据えた連続した学び

を重視した教育が始まりました。 

 一方で、教員の長時間労働が社会問題となっ

ており、また、技術革新などにより激しく変化

し、複雑化する時代を生きる子どもたちがこれ

からの社会を生き抜くために必要な基礎となる

能力の育成が求められています。 

 これらに加え、子どもの貧困問題、人生100

年時代を見据えた生涯学習社会の継続的な成長、

発展を目標とする国際的な取組みも広がる中、

社会の持続的な発展を支える人材を育てること

も求められており、これらの新たな課題に対応

するため、国の動向なども踏まえ、市民総がか

りで大阪狭山市の教育を進めていくことを大阪

狭山市民の共通目標として、本計画を策定する

ことといたしました。 

 続きまして、本計画の位置づけや計画の期間

等についてでございます。 

 素案の６ページ及び７ページをご覧ください。 

 本計画は、教育基本法第17条第２項に基づく

教育振興のための基本的な計画であり、市の最

上位計画である第四次の大阪狭山市総合計画を

はじめ、市の関連計画との整合を図ったもので

ございます。 

 また、現在、第五次の大阪狭山市総合計画の

策定が進められており、それに先立って本計画

を策定することから、第五次総合計画における

教育分野の取組みの方向性や考え方は、本計画

で定める方針と整合を図り、策定することとし

ております。 

 なお、本計画の計画期間につきましては、令

和２年度から令和６年度までの５年間としてお

ります。 

 本計画の策定体制等につきましては、冒頭で

も説明いたしましたが、教育振興基本計画策定

委員会を本年２月に設置し、これまで５回の策

定委員会会議を開催し、次期計画の策定に向け

て取り組んでまいりました。 

 また、本計画策定に当たっての基礎的資料と

するため、市民と教職員を対象としたアンケー

ト調査を実施いたしまして、その結果とこれま
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での取組施策の振り返りから、本市の教育を取

り巻く現状と課題をまとめ、第２章として素案

の８ページから38ページに掲載しております。 

 次に、第３章の計画の基本理念と基本方針等

でございます。 

 まず、素案概要の３ページをご覧ください。 

 第１期計画では、「学びあい、つながりあい、

未来に輝く人づくり」を基本理念に掲げ、めざ

す子ども像である「自分らしく、いきいきと学

び、さやまを愛する子」の具現化に向け、さま

ざまな関連事業の展開を図ってまいりました。 

 本計画においては、安定したよりよい環境を

推進する上では継続と創造が大切であるとの考

えから、これまで築き上げてきた数々の成果を

後退させることなくさらなる発展につなげてい

くためにも、現計画に掲げる基本理念とめざす

子ども像を継承することとしております。 

 素案では、40ページ及び41ページにその内容

を掲載しております。 

 続きまして、基本方針と重点目標でございま

す。 

 素案では、42ページから45ページにその内容

を掲載しており、46ページ及び47ページには施

策の体系の一覧を掲載しております。 

 本計画の基本方針とその重点目標につきまし

ては、これまでの策定委員会での審議結果から、

４つの基本方針と16の重点目標を定めて、施策

の展開に取り組んでまいります。 

 基本方針１は、「これからの社会を生き抜く

力を養います」でございます。 

 基本方針２は、「一人ひとりを大切にする教

育を推進します」でございます。 

 基本方針３は、「持続可能な社会のための教

育環境を充実します」でございます。 

 基本方針４は、「郷土を愛し自ら学び、高め

あう学習を推進します」でございます。 

 素案概要の４ページ及び５ページをご覧くだ

さい。 

 基本方針１の重点目標としては、「遊びを通

して豊かに学ぶ就学前教育・保育の充実」、

「社会の変化に即した新たな学びの展開」、

「豊かな心と健やかな体を育てる教育の推進」、

「教職員の資質向上」を掲げ、次代を担う子ど

もたちに知識や情報、技術を活用する能力、自

律的に行動する能力など、これからの社会を生

き抜くために必要な基礎となる能力を身につけ

るとともに、家庭を教育の出発点に、就学前か

らの連続した学び、社会につながる教育の実践

を通して、子どもたちがこれからの社会を生き

抜くために必要な力を養うことをめざします。 

 具体的な取組施策としては、質の高い幼児教

育・保育の提供、基本的な生活習慣づくり、主

体的・対話的で深い学びをめざす授業づくり、

プログラミング教育とＩＣＴの活用・教育の情

報化の推進、道徳教育の充実、人権教育の充実、

不登校、問題行動などの未前防止と指導体制の

充実、調査研究や授業改善を推進する体制づく

り、教職員の長時間勤務の削減に向けた取組み

の推進などに取り組みます。 

 続きまして、基本方針２の重点目標としては、

「子ども理解と支援教育の充実・推進」、「個

の成長を支える教育の充実」、「安全安心な学

校生活の確保」、「多様性理解の促進」を掲げ、

子どもたちがいきいきと健やかに安全で安心し

て学校生活が送れるような教育環境整備に努め

るとともに、誰もがお互いに人格と個性を尊重

し支えあい、多様なあり方を認めあい、全ての

人が参加できる社会の実現をめざし、一人ひと

りを大切にする教育を推進します。 

 具体的な取組施策としては、支援教育の充実、

学校における指導体制の充実と学習環境の工夫、

キャリア教育の推進、個に応じた指導と指導体

制の充実、安全管理の充実、防災教育の推進、

いじめ防止基本方針にもとづく取組みの推進、
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多文化共生教育の推進などに取り組みます。 

 素案概要の６ページ及び７ページをご覧くだ

さい。 

 続きまして、基本方針３の重点目標でござい

ます。 

 「時代の変化に対応した学習環境などの整

備」、「学校経営改革の推進」、「家庭教育の

支援」、「地域の教育力の育成と社会に開かれ

た教育課程の実現」を掲げ、社会の持続的な発

展を支える人材を育てるために、時代の変化に

対応した学習環境の整備はもとより、学校・家

庭・地域が連携・協働し、学校を核とした地域

づくりを積極的に進めることで、本市の未来の

担い手である子どもたちの学びや成長を地域全

体で支え、持続可能な社会のための教育環境を

充実します。 

 具体的な取組施策としては、学校施設などの

整備・改修、学校規模の適正化の検討、働き方

改革と持続可能な学校指導体制の整備、専門家

のサポートによる指導体制づくり、子育て家庭

への支援の充実、地域と連携した豊かな社会性

を持つ人材の育成・活用、安全・安心な地域の

環境づくりと子どもの居場所づくり、家庭・地

域との連携による学校の活性化などに取り組み

ます。 

 続きまして、基本方針４の重点目標としては、

「生涯スポーツ活動の推進」、「生涯学習や文

化芸術活動の推進」、「歴史文化遺産の継承と

活用」、「郷土愛の育成」を掲げ、文化活動や

スポーツ活動など身近にあるさまざまな学びを

通して個人の学習活動、さらには地域コミュニ

ティや地域人材の育成につなげるとともに、ま

ちの歴史や文化、自然環境への理解を深めるこ

とで、地域のきずなを強くし、アイデンティテ

ィを醸成します。 

 また、全ての人が元気に生きがいを持って暮

らすことのできる社会の実現をめざし、人生

100年時代を見据えた生涯学習の環境を整備す

ることで、郷土を愛し自ら学び、高めあう学習

を推進します。 

 具体的な取組施策としては、誰もが気軽に参

加できるスポーツ機会の充実、体育協会・総合

型地域スポーツクラブなどと連携した事業の充

実、社会教育事業や学習機会の充実、国際交流

の推進、学習成果の活用と指導者の養成、文化

財の調査研究と適切な管理、歴史文化遺産を生

かした学習機会の充実、郷土を学ぶ地域活動の

推進などに取り組みます。 

 次に、第４章の施策の展開でございます。 

 素案の48ページから89ページに、それぞれの

基本方針ごとの重点目標に基づきます取組みに

つきまして、重点目標ごとの現状と課題、また、

これらの施策の方向性を示し、具体的な取組施

策とその内容を記載しております。 

 なお、各重点目標の表題部には、取組みを進

めることで国が示しますＳＤＧｓの開発目標の

実現に寄与することとなるロゴも記載しており

ます。 

 また、素案の77ページをご覧いただきたいの

ですが、よろしいでしょうか。 

 平成29年の地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の改正により、設置が努力義務化され

たコミュニティ・スクールと、地域全体で未来

を担う子どもたちの成長を支え地域を創生する

ための地域学校協働活動について、その相関関

係などをわかりやすくするために概念図を掲載

しております。 

 次に、素案の90ページからをご覧ください。 

 第５章、計画の推進に向けてでございます。 

 本市におきましては、第１期の教育振興基本

計画の計画期間におきましても、年度前の成果

と課題の点検評価によるＰＤＣＡサイクルを繰

り返しながら、教育行政の推進に取り組んでき

たところでございます。進行管理については、
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今後も同様の対応を行ってまいりますが、連

携・協働による計画の推進体制として、新たに

学校・家庭・地域・行政の役割を明記いたしま

した。 

 また、本計画では、進捗状況を的確に把握す

るとともに、施策の成果をより明確にしていく

ため、施策の到達目標について指標化が可能な

ものについては、５年後に向けての参考資料と

して可視化を図ることとしました。 

 素案の93ページから100ページでございます

が、こちらにつきましては、計画の進捗度合い

や社会情勢の変化などにより、指標値が変動も

しくは見直しをすることも想定していることか

ら、最終的な製本段階で別冊扱いにする予定で

ございます。 

 参考指標の掲載ページ以降については、策定

委員会設置規則や策定委員会での審議経過、用

語解説、アンケートの設問様式といった資料編

となりますが、こちらにつきましては、パブリ

ックコメント終了後に最終的な確認の上、掲載

をいたします。 

 最後に、パブリックコメントの予定等でござ

います。 

 資料３をご覧ください。 

 本日ご説明させていただきました素案につき

ましてご承認いただけましたら、令和２年１月

10日から同月31日までの期間において、市のホ

ームページをはじめ、教育総務グループの執務

室、情報公開コーナー、ニュータウン連絡所、

市立公民館、図書館、総合体育館、市民活動支

援センターを閲覧場所として、広く意見募集い

たしまして令和２年２月の中旬ごろに意見結果

を最終の策定委員会にお諮りした上で、パブリ

ックコメントの回答として市のホームページ等

でお示しする予定でございます。 

 以上、大変簡単ではございますが、第２期大

阪狭山市教育振興基本計画の素案及び第２期大

阪狭山市教育振興基本計画（素案）のパブリッ

クコメントの説明とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ただいま事務局から、教育振興基本計画（素

案）の内容とパブリックコメントにつきまして

ご説明がありましたが、何かご質問、ご意見等

ございますでしょうか。 

 井上委員。 

教育委員（井上寿美） 

 まず、お願いしたいことが２点ございます。 

 素案の２ページの、３段落目の上から３行目

に、「幼稚園教育要領の改訂が行われ」という

文言がありますが、「幼稚園教育要領など」と

していただいたほうが、保育所、認定こども園、

全て変わっておりますので、広く皆さんを対象

にということになるのかなというふうに思いま

す。 

 それから、次、43ページなんですけれども、

基本方針２のところで、２段落目の下から数え

て３行目のところなんですが、合理的配慮の文

言があります。「個人に必要とされる合理的配

慮」の前に、「そのために」というふうな文言

を入れていただきたいなという思いがございま

す。 

 理由は、何のための合理的配慮なのかという

と、平等に地域社会でみんなと一緒に教育を受

けることができること、そのための配慮であっ

て、何か個人を特別に隔離して、その人に力を

つけるような合理的配慮では決してないわけな

ので、そこのインクルーシブを明確にする意味

の言葉が欲しいというふうに思いました。例え

ば「そのために」というようなことがあればい

いのではないかというふうに考えました。 

 これがお願いしたいこと２点です。教育長、

続けてよろしいですか。 
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教育長（竹谷好弘） 

 はい、どうぞ。 

教育委員（井上寿美） 

 確認したいことがあります。35ページの、下

から２行目のところに、外国籍や性的マイノリ

ティの子どもという言葉があります。 

 籍が外国の子どもだけが対象なのか、外国に

ルーツがあるというところで広く対象として考

えていたけれども、表現が外国籍になっている

のかというところです。「外国籍」となると、

籍を持っている子どもに限定されてしまうとい

うところで、どちらの意味合いなのかという確

認をしたいなと思いました。 

教育長（竹谷好弘） 

 今、井上委員の、まずは、文言の修正のこと

が２点ありましたのと、確認の部分につきまし

て、担当から説明をお願いいたします。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 今、ご要望としていただいた２点の件でござ

いますけれども、こちらにつきましては、最終

的なパブリックコメントを終了した後に、再度、

策定委員会を開催する予定となってございます。

そちらのほうに、今頂戴しましたご意見等も踏

まえまして、再度審議いただくように進めてま

いりたいというふうに考えております。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 外国籍についてのご質問でございますが、委

員がおっしゃるとおり、外国にルーツのある子

どもたち、籍にとらわれず、そういった子ども

たちへのフォローも必要と考えておりますので、

広く含めていると考えているところでございま

す。 

教育長（竹谷好弘） 

 よろしいですか。どうぞ。 

教育委員（井上寿美） 

 そういったことも含めてなので、文言はこの

ままか、含めておられるのであれば表現をまた

少し検討されるのか、どちらでしょうか。 

教育長（竹谷好弘） 

 どうぞ。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 考え方としましては、含めてということにな

ってございますので、今頂戴している文言の表

現の仕方も含めまして、再度、策定委員の皆様

方にそのあたりのご意見を伺った上で、最終決

定していきたいと思います。 

 ただ、我々としましては、そういう考え方の

もと計画の中身をつくっているということでご

理解いただきたいなというふうにお願いしてお

きます。 

教育部長（山﨑正弘） 

 補足をさせてもらいます。 

 今、井上委員からご指摘いただいた件は、実

は事務局においても検討はいたしました。 

 35ページについては、アンケート結果などか

ら抽出された課題というところで、今こういう

形になっているんですけれども、これを受けて

の具体的な取組みとしては、例えば66ページで

は、外国にルーツを持つことによる困難さとい

う表現であったりとか、67ページでは、同じよ

うに、外国にルーツのある子どもや保護者とい

うこと、あるいは日本語以外の母語を使用する

子どもの指導というような形で、課題に対する

取組みや対策によって表現を変えているという

ようなところがあります。 

 ただ、今のご指摘も踏まえて、35ページのア

ンケートから得られた課題のところの、外国籍

という表現をどうするかについては、再度検討

をしたいというふうに思います。 

 以上です。 

教育長（竹谷好弘） 

 では、そのように対応お願いいたします。 

 ほかに、ご意見、ご質問等はございませんで

しょうか。 
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教育委員（井上寿美） 

 追加でもう一点、73ページの家庭教育の支援

のところなんですけれども、１つ目の段落の下

から２行目のところに、「保護者の学びを支援

するため保護者が交流や相談ができる体制づく

りなど」と続いていますが、保護者の学びを支

援するためというのはどこにかかっているんだ

ろうかというのが、ちょっと読んでいてわかり

にくかったです。 

 学びを支援するために相談ができる体制をつ

くられるわけではないようにも思うので、少し

わかりやすい表現にしないと、相談は学ぶため

なのかとなってしまっては具合が悪いなと思い

ましたが、いかがでしょうか。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 ただいま頂戴しました意見につきましても、

最終的なパブリックコメントが済んだ後の策定

委員会の中で、同様に意見としてご報告の上、

ご審議いただこうというふうに考えております

ので、よろしくご理解のほどお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 先ほどからの意見につきましては、原案どお

りパブリックコメントをして、パブリックコメ

ントで寄せられた意見に加えて、今の意見も踏

まえて策定委員会での審議というふうな形で整

理をさせていただこうというご説明でございま

すね。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 はい。 

教育長（竹谷好弘） 

 そのように進めていきたいというところで、

よろしくお願いいたします。 

 ほかに、ご質問等はないでしょうか。 

 山田委員、どうぞ。 

教育長職務代理者（山田順久） 

 12ページの表の説明ですけれども、そのまま

読み取ると、中学校卒業者の進路先は高等学校

「等」の割合になるんですかね。また、「その

ほとんどが」という表現が若干ひっかかります

ので、「そのうち、94.6％が全日制高校に進

学」というストレートな表現のほうがいいんで

はないかというふうに思います。細かいところ

で申しわけありませんけれども。 

教育長（竹谷好弘） 

 どうぞ。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 ただいま頂戴いたしましたご意見につきまし

ても、先ほどと同様な対応で検討のほうはさせ

ていただきたいと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 明確に表現というところをお願いいたします。 

 ほかにありませんでしょうか。 

 スケジュールの確認ですけれども、パブリッ

クコメントの受付が１月31日までいたしまして、

策定委員会の日程というのは決まっていますで

しょうか。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 今のところ、２月13日を予定としております。 

教育長（竹谷好弘） 

 その後、教育委員会に最終的な対応というの

はいかがでしょうか。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 その後の２月の教育委員会にそのパブリック

コメントの結果の報告とあわせまして、ただい

ま頂戴いたしました点の報告も同時にさせてい

ただけたらなというふうに考えてございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 そのようなスケジュールで進めていくという

ところの確認でございました。 

 ほかに、何かご意見、ご質問等ございません

でしょうか。 

 どうぞ、山田委員。 

教育長職務代理者（山田順久） 
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 18ページ、19ページを見ていますけれども、

これはすごくわかりやすく、これまでの成果と

いうのはすごく出ていると思いますので、それ

を継承してさらに充実、発展させていくという

ことで、すごくいい内容ではないかなと思って

います。 

 あと、学校に対してどんなふうな形で周知し

て、来年度、きちっとこれを踏まえて学校の教

育計画に反映させてもらうということが一番大

事なところだと思います。また、最後のところ

でいろいろ参考の指標みたいなのも加えていた

だいているんですけれども、そのあたりのとこ

ろも、各学校、それから幼稚園、保育園でどう

いう形で反映していただくのかというのが大事

なところだと思いますので、そのあたりまた丁

寧にご指導のほうよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 学校も含めそれぞれの機関への周知というこ

とも、共通の認識ということで持っていきたい

というふうにしておりますので、その辺の対応

をどうぞよろしくお願いいたします。ありがと

うございます。 

 ほかに、何かありませんでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしということでございます。 

 それでは、第２期大阪狭山市教育振興基本計

画（素案）及び素案のパブリックコメントにつ

きまして承認されました。ありがとうございま

す。 

 それでは、続きまして、日程第２、報告第21

号、いじめ事象についてを議題といたします。 

 事前に先ほど審議させていただいたとおり、

非公開案件ということでございますので、議案

に関係する職員以外の方につきましては退席と

いうことでお願いをしたいと思います。議案に

関係する職員というところで、学校教育グルー

プと関係職員ですね。 

（非公開） 

教育長（竹谷好弘） 

 それでは、再開をいたします。 

 本日の議案は以上でございます。 

 これをもちまして本日の教育委員会定例会議

を閉会いたします。 

                  以上 
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